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松野明久教授は、1982 年 3 月に東京外国語大学大学院外国語学研究科アジア第三言語専攻（修士

課程）を修了した。1983 年 4 月より大阪外国語大学外国語学部助手に採用され、1986 年 1 月同講師、

1991 年 1 月同助教授を経て、2004 年 1 月同教授に昇任した。2007 年 10 月には、大阪外国語大学と

大阪大学の統合の結果、大阪大学大学院国際公共政策研究科に配置換えとなり、2018 年に研究科長に

就任して、大学院国際公共政策研究科の発展に尽力した。 

 この間、長年にわたりゼミ等での課外活動を含む熱心な学生教育に注力した。学術面では、当初は

学部時代にインドネシア政府留学生として渡航したインドネシアの言語（特にインドネシア語及びバ

リ語文法）や文化を研究し、その後は研究対象を拡げた。具体的には、前世紀から今世紀への転換期

にインドネシアとの紛争を経て主権回復（独立）を果たした東ティモールやインドネシアの他の地域

における紛争、平和構築について、日本を代表する研究者の一人として、国内外の学界に多大な貢献

をした。同人の代表作の一部の英文論考が、1975 年に東ティモールが宗主国ポルトガルから独立を宣

言した直後にその東ティモールを併合したインドネシアの後ろ盾となり、東ティモール独立後もイン

ドネシアの紛争に多大な関心を示してきたオーストラリアの大学出版局から刊行されていることは、

そのことを如実に物語っている。広く国際政治分野における邦語の代表的辞典である猪口孝ほか編『国

際政治事典』（弘文堂、2005 年）の「東ティモール独立」の項でも、同人の代表作の著書（単著）『東

ティモール独立史』が、主要文献として唯一挙げられている。なお、同人は 1999 年 6 月から 3 か月

間、国際連合・東ティモール派遣団職員（地方選挙管理官）として、また 2003 年 4 月から 1 年間、

東ティモール受容真実和解委員会に歴史調査アドバイザーとして、さらに 2007 年 7 月から同年末に

かけて、東ティモール政府・社会連帯省に断続的に国際協力機構（JICA）短期専門家として派遣され

た。そうした実務経験、とりわけ 1999 年 8 月 30 日の住民投票の前後、紛争下のきわめて過酷な環境

（いわゆるＰＫＯ五原則を満たさず、自衛隊の派遣ができず、日本の活動は外交や域外難民支援に止

まった）に身を置いた体験に裏打ちされた同人の議論は、余人を持って代えがたい説得力を持ったも

のと思われる。その他、西パプアの自治問題やスマトラ沖地震とそれに伴う津波（2004 年）で甚大な

被害を受けた紛争下のアチェにおける救援活動、また近年はタイやフィリピンといったインドネシア

以外の東南アジア諸国や西サハラや北アイルランド等、東南アジア以外の地域にも研究対象を拡大し

て、地域紛争とその後の平和構築の研究に邁進してきた。加えてオランダからの独立後、アジア・ア

フリカ会議（バンドン会議）（1955 年）の開催地となり、戦後、脱植民地化の過程にあった第三世界

を先導したインドネシアから共産主義を一掃した 9・30 事件（1965 年）――近年、広く冷戦下の東

南アジアを含む東アジアの国際政治史の大きな転換点であったとも見なされている――のバリ島にお

ける事件の展開を論じた代表作の一つの英文論考、女性史に連なる業績等、その関心領域はきわめて

幅広い。 
インドネシア語や英語を筆頭にその他の国や地域の言語にも非常に堪能で、ヤン・デ・ホント、メ

ンノ・フィツキ『A Narrow Bridge（一本の細い橋）――美術でひもとくオランダと日本の交流史』を

はじめとして、いくつかの訳書を手掛けているのも、同人の重要な学術的貢献である。また専門分野

における緻密な研究を基礎に、ＮＨＫ等の報道番組への出演や協力、諸全国紙での解説・論説や『国

際問題』、『世界』や『現代思想』といった総合誌や一般誌への寄稿も活発に行ってきた。 
学内運営の面でも大学院国際公共政策研究科において広報委員会等、各種委員会の委員長、また副

研究科長、評議員、そして既述のとおり研究科長として、とりわけ国際的な学術交流や学生交流に尽
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力した。インドネシアの元宗主国オランダの名門ライデン大学における長期（2 年間）の在外研究を

踏まえて、適塾記念センター・オランダ学研究部門の教授も兼任した。そうした経緯から大学院国際

公共政策研究科とグローニンゲン（フローニンゲン）大学（オランダ）、さらにはデ・ラ・サール大学

（フィリピン）とのダブルディグリー・プログラムの開設に力を尽くし、また特殊講義（Gateway to 
Europe）（大学院国際公共政策研究科博士前期課程）、特別講義（Gateway to Europe）（法学部国際公共

政策学科）の開講も、同人の力行なくして決して実現されなかったはずである。 
以上のように松野教授は、多くの留学生を含め学生に対する親身の指導、精力的な専門分野の研究

や学術交流、積極的な社会貢献、また地道な学内運営に尽くしたものであり、ここに、大阪大学国際

公共政策学会はその功績をたたえ深く感謝の意を表する。 
 

主要著書 

 
1．『東ティモール独立史』早稲田大学出版部、2002 年。 

2．『ナクロマ―東ティモール民族独立小史』（古沢希代子との共著）日本評論社、1993 年。 

3．『インドネシアのポピュラー・カルチャー』（編著）めこん、1995 年。 

4．『トラウマ的記憶の社会史』（大阪外国語大学グローバル・ダイアログ研究会との共編著）明石書店、

2007 年。 

5．ヤン・デ・ホント、メンノ・フィツキ（菅原由美との共訳））『A Narrow Bridge（一本の細い橋）−

美術でひもとくオランダと日本の交流史』大阪大学出版会、2020 年。 

 

他 7 冊（訳書を含む） 
主要学術論文 

 
1.  “The UN Transitional Administration and Democracy Building in Timor-Leste”, in David Mearn 

(ed.), Democratic Governance in Timor-Leste: Reconciling the Local and the National, Charles Darwin 
University Press, 2008, pp. 52-70. 

2．“West Papua and the changing nature of self-determination”, in Peter King, Jim Elmslie and Camellia Webb-
Gannon (eds.), Comprehending West Papua, Centre for Peace and Conflict Studies, University of Sydney, 2011, 
pp. 177-190. 

3．“The 30 September Movement and its Aftermath in Bali, October-December 1965”, in Katherine McGregor, 
Jess Melvin, Annie Pohlman (eds.), The Indonesian Genocide of 1965: Causes, Dynamics and Legacies, 
Palgrave Macmillan, 2018, pp. 71-88. 

 

他 29 編 
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＊発表年順（古い順）に記載。著者・編者記載なき場合は、本人単著・編集。 

 

本（単著） 

2002 『東ティモール独立史』早稲田大学出版部。 

 

本（共著・編著） 

1993 古沢希代子・松野明久『ナクロマ−東ティモール民族独立小史』日本評論社。 

1995 （編）『インドネシアのポピュラー・カルチャー』めこん。 

2007 大阪外国語大学グローバル・ダイアログ研究会・松野明久（編）『トラウマ的記憶の社会

史』明石書店。 

2012 松野明久・中川理（編）『フード・セキュリティと紛争』大阪大学グローバルコラボレー

ションセンター。 

 

翻訳・編訳・監訳 

1982 （翻訳）ミスバッハ・ユサ・ビラン著「インドネシア映画小史」佐藤忠男（編著）『映画

が王様の国』に所収、話の特集社、171-210 頁。 

1990 （編訳）『インドネシアの昔話』偕成社。 

1992 （翻訳）『森の少女 ブーラン＝クニン』文渓堂（てのひら文庫）。 

1992 （翻訳）S・ルキア、ウトゥイ・タタン・ソンタニ著『孤独な愛の風景−1950 年代のインド

ネシア文学から』現代企画室。 

1996 （監訳）D.R. ハリス（編）『インドネシア労働レポート 検証・経済成長と労働者』日本

評論社。 

2013 （部分監修）津田守（編）『15 言語の裁判員裁判用語と解説 第 2 巻』現代人文社。インド

ネシア語部分（122-166 頁）を監修。 

2020 （翻訳）ヤン・デ・ホント、メンノ・フィツキ著、菅原由美・松野明久（翻訳）『A Narrow 
Bridge（一本の細い橋）−美術でひもとくオランダと日本の交流史』大阪大学出版会。 

 

本（章分担）、論文 

1981 「削歯考―バリ島における削歯の解釈をめぐって」東京外国語大学インドネシア語研究室

（編）『伊東・渋沢両教授退官記念論文集』、133-142 頁。 

1984 「インドネシア語の常用色名」『大阪外国語大学視聴覚外国語研究』7 号、43-54 頁。 

1984 「インドネシア語の前置詞 UNTUK の“untuk+動詞”における願望標示機能について」

『大阪外国語大学学報』第 64 号、219-227 頁。 

1985 「続・インドネシア語の前置詞UNTUKの“untuk+動詞”における願望標示機能について」

『大阪外国語大学学報』第 66 号、39-50 頁。 

1985 「インドネシア語における移動の終点と前置詞 di/ke」『大阪外国語大学学報』第 70-1 号、

31-40 頁。 
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2014 「民族集団に独立の権利はあるのか：自決・分離と冷戦後の国際関係」Asia Peacebuilding 
Initiative (Online)、2014 年 1 月。 
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報道関係（出演・取材・インタビュー・協力他） 

1999 NHK ETV 特集「独立に揺れる島 東ティモール」5 月、出演。 

1999 NHK BS ニュース「東ティモールの住民投票」8 月、現地から生出演。 

1999 テレビ朝日ニュースステーション「東ティモール特集（報告）」9 月、出演。 

1999 テレビ朝日ニュースステーション「東ティモール特集（対談）」9 月（または 10 月）、出

演。 

1999 テレビ朝日ニュースステーション「特集 変わり果てた東ティモール」11 月、現地取材及

び出演。 

2000 NHK ボランティアまっぷ「2000 年国際ボランティアの現場から」1 月 6 日、出演。 

2000 NHK クローズアップ現代「和解は可能か〜東ティモールの苦悩」8 月 30 日、出演。 

2000 NHK スペシャル「東ティモール“暗黒の 9 月”の記録〜アグスが遺したビデオテープ」

11 月 25 日放送、協力。 

2002 NHK BS23 ワールドニュース「東ティモール独立への課題」 4 月、出演。 

2002 NHK 視点論点「東ティモール独立の課題」4 月、出演。 
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2002 NHK 視点論点「東ティモール独立後の展望」6 月、出演。 

2006 NHK 視点論点「混迷深める東ティモール」6 月、出演。 

2008 NHK 国際部ラジオ放送「What’s Up Japan 非常事態東ティモール」2 月、インタビュー。 

2009 NHK World, Asia 7 Days, In Depth: East Timor – A Decade of Independence, May 2009、出演。 

2011 “A worm inside the new Indonesia”, by Hamish McDonald, Sydney Morning Herald, February 26, 
論文についての報道。 

2011 NHK World, Asia 7 Days, Education: East Timor’s Language Barrier, May 2011、出演。 

2011 朝日ニュースター・ニュースの深層「インドネシアの光と影：パプアの人権侵害」12 月、

出演。 

2012 NHK World, Asia 7 Days, East Timor: Slow Progress, May 2012、出演。 

2019 「（論説委員が聞く）東ティモール住民投票から 20 年 独立決めた強い民意」『中日新聞』

『東京新聞』2019 年 6 月 22 日刊、インタビュー。 

29松野明久教授略歴および研究業績等一覧




